
日本水大賞とは・・・ 

安全な水、きれいな水、おいしい水にあふれる２１世紀の日本と地球を目指し、水循環系の 

健全化に寄与することを目的として、平成10 年に日本水大賞懸賞制度委員会が設立されまし

た。（平成１７年に「日本水大賞委員会」に改称）同委員会は水の循環の健全化に寄与する個

人、諸団体の地道な研究活動を顕彰し、広く全国的に紹介、啓発するための水大賞を主催し、

受賞活動発表会を開催するなど、広く国民に水循環の健全化を啓発しています。 

 

 

 

いなみ野ため池ミュージアム運営協議会は、平成 25 年 7 月 2 日に日本科学未来館（東京都

江東区）で開催された「第 15 回日本水大賞」表彰式において 農林水産大臣賞 を受賞し

ました。                   

 

応募総数 185 件の中から、「いなみ野ため池ミュージアム」は、この地域の財産を守り、

活かし、次代に継承するため、ため池群と水路網をひとつの展示物とみなし、保全活動にと

どまらず、調査研究や環境学習など、さまざまな団体が協働して幅広く活動を行うとともに、

農業水利ネットワークを地域の財産として位置づけ、農業関係者だけでなく、地域住民の力

を結集した活動が高く評価されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❁第15回日本水大賞 農林水産大臣賞 受賞❁ 


